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福井市足羽山七ツ尾口坑道においてミジンツボ属Akiyoshiaの貝類を発見
藤野　勇馬*

A record of Akiyoshia sp. in Nanatsuoguchi mine in Mt. Asuwa, Fukui city.

Yuma FUJINO*

（要旨）　福井県福井市足羽山の笏谷石を採掘していた坑道（通称　七ツ尾口坑道）での生物相調査中
にミジンツボ属Akiyoshiaの淡水貝類を採集した．ミジンツボ属貝類の発見は敦賀市樫曲のマンガン採
掘跡に続いて県内で2例目である．

キ－ワ－ド：ミジンツボ属，地下水生貝類，笏谷石

　ミジンツボ属Akiyoshiaは，目や色素が退化した殻
長1.2～2㎜ほどの微小な地下水生貝類の一群である

（Kuroda & Habe, 1954）．同属とされるものはこれま
でに岩手県，茨城県，東京都，静岡県，愛知県，石川県，
福井県，滋賀県，兵庫県，和歌山県、高知県，香川県，
山口県，長崎県から見つかっており，鍾乳洞内の水路
や河川間隙水，井戸水，伏流水などに生息すること
が知られている（Kuroda & Habe, 1954, 1957；Habe, 
1961, 1965；湊、1986；矢野、1987；藤野，2018）．福
井県では，2014年に敦賀市の廃坑から同属と見られる
貝類が見つかり，初めてその生息が確認されたが，嶺
北地方からの記録はなかった．筆者は，2020年8月23
日に福井市足羽山の七ツ尾口坑道においてミジンツボ
属の貝類の生息を確認，採集した．これは福井県で2
例目の記録である．

ミジンツボ属の一種　Akiyoshia sp.
福井市．6exe. 23-Ⅷ-2020．藤野勇馬採集

　七ツ尾口坑道は足羽山北西側斜面のふもとに開
口した奥行き350mほどの坑道で，かつて笏谷石を
採掘していた坑道跡としては特に大きなものであ
る（梅村，2020）．坑道内にはアスワメクラチビゴ
ミムシTrechiama sasajiiやアスワホラヒメグモNesticus 

asuwanus，アスワマシラグモFalcileptoneta asuwanaな
ど七ツ尾口坑道を模式産地として記載された種もお
り，多様な生物の生息基盤になっている．
　ミジンツボ属の生息を確認したのは坑道内に設置さ
れた直径約60㎝程度の金属製の水がめである（図1）．
この水がめは天井からの漏水によって涵養されてお
り，入坑者の手洗いなどに利用されてきた．なお，七
ツ尾口坑道内にはこの水がめのほかにも，水たまりや
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図1．ミジンツボ属Akiyoshiaが確認された坑道内の水がめ

水路など様々な水辺環境が存在し，メクラヨコエビ
属の一種Pseudocrangonyx sp.やケンミジンコ目の一種
Cyclopida sp.などの生物が見つかっているが，ミジン
ツボ属は今のところ水がめ以外からは見つかっていな
い．
　今回発見されたミジンツボ属の最大個体は殻長2.1
㎜，殻幅0.7㎜，螺層数6で，螺層のふくらみは弱く，
殻の輪郭は直線的である．これまで見つかっている同
属種としては最も殻長が大きいが殻幅は相対的に小さ

図2．ミジンツボ属生体
　　  （七ツ尾口坑道，24-Ⅷ-2020，藤野勇馬撮影）
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く，極めて細長い．また，殻口は広く次体層と接し，
扇形に近い狭卵形になる．
　ミジンツボ属貝類は日本国内において東北から九州
にまで生息しているが，研究が十分に進んでいないの
が現状である．その主な要因としては産地へのアクセ
スとサンプリングの難しさなどが考えられるが，七ツ
尾口坑道と敦賀市深山の廃坑は比較的アクセスが容易
で密度が高いため，ミジンツボ属貝類の研究の場とし
て有益であろう．ただし，北陸新幹線の深山トンネル
近傍に位置する敦賀市深山の廃坑は渇水によって乾燥
化が進行しており，分類や生態についての基礎的研究
が急務である．
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